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はしがき

本報告書は、当研究所が令和 5～ 7年度外交・安全保障調査研究事業（発展型総
合事業）「アジア大洋州地域における安全保障上のリスクの実態」のサブ・プロジェ
クトの１つとして実施している「朝鮮半島情勢とリスク」研究会（北朝鮮核・ミサイ
ルリスク部会）の研究成果を取りまとめたものです。
北朝鮮の核・ミサイル開発が、日本にとって重大な安全保障上のリスクであること
は論を俟ちません。近年ロシアによるウクライナ侵略、中東情勢、米国の姿勢の変化
などにより国際秩序が動揺し、この問題が後景に退いているように感じられる向きも
あるでしょうが、北朝鮮のロシア派兵など、地政学リスクはより深刻かつ複雑になっ
ているのが実態です。北朝鮮はウクライナ戦争への関与を通じて核・ミサイル開発を
加速し、ドローン等の近代戦の経験を得て通常戦力での脅威も高まっています。
本研究会（当部会）ではこのような問題意識に基づき、北朝鮮の核・ミサイルリス
クに対する分析・考察を重ねてきました。特に、目に見える現象としての核・ミサイ
ル開発の「動きを追う」だけでなく、政治・経済・外交など、その背景にあるものに
も目を向けてより深く「掘り下げる」アプローチを意識しました。そのような知的営
為から引き出された日本にとっての政策的含意が、朝鮮半島情勢の現状を浮かび上が
らせ、日本の外交政策に貢献することを願ってやみません。
なお、本報告書内で表明されている見解はすべて個人のものであり、当研究所の意見

を代表するものではありません。本報告書に収録された各論考の内容はすべて執筆者の
個人的見解に基づき、各執筆者の所属機関の見解とも無関係である点を申し添えます。
シンクタンクの本分はタイムリーなイベントの実施にあり、このことは当研究所の
レゾンデートルとなっていますが、もちろんそのような対外発信は充実した「コンテ
ンツ」によって裏付けられてこそ真価を最大限に発揮することは言うまでもありませ
ん。本報告書をはじめとする各研究会の研究成果は、当研究所の重要な資産に位置づ
けられるものです。本研究会に真摯に取り組まれ、報告書の作成にご尽力いただいた
研究会メンバー、ならびにその過程でご協力をいただいた関係各位に対し、改めて深
甚なる謝意を表します。

令和 8年 3月
公益財団法人　日本国際問題研究所

理事長　佐々江　賢一郎
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